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図１. COXの温度安定性 
各温度で30分間保温後の残存活性を示した。 

（以下、略称について） 

Chr: Chromobacterium sp. DS-1由来（本研究）,  

Pfl: Pseudomonas fluorescens, Bce: B. cepacia, Ner: 

Nocardia erythropolis, Noc: Nocardia sp.,  

Cel: Celluomonas sp., Str: Streptomyces sp 
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【概要】コレステロールオキシダーゼは、臨床検査の際に、血中コレステロール値の測定に使用される。既知

の酵素に比べて、非常に安定性の高いコレステロールオキシダーゼを探索し、遺伝子のクローニングにも成

功した。 

【研究内容】 

コレステロールオキシダーゼ（以下、COX と略す）は、このような高コレステロール血症などの臨床検査のため、血中の総コレ

ステロールの定量に広く使用されている。メタボリック症候群検診が 2008 年 4 月から医療保険者全員にその実施が義務化

されたことから、その検査項目の1つであるコレステロール値の検査数も急激に増加している。コレステロール値を測定する際

には、様々な界面活性剤や有機溶媒などが用いられることから、これらの存在下において安定な酵素が望まれている。我々

は、世界に先駆けてグラム陰性細菌の COX の探索、精製、性質検討を行い、世界で初めてグラム陰性細菌の COX 遺伝子

のクローニングに成功した。また、2008 年には、これまで報告された全ての COX の中で、最も高い熱安定性（図１）、界面活

性耐性、有機溶媒耐性を示す COX（グラム陰性細菌 Chromobacterium sp.DS-1 株由来）について報告した。本酵素は、臨

床検査分野やその他の産業分野への COX の応用性を拡大するものとして期待している。 

 

【実用化・活用が見込まれる分野・対象業種等】 

 臨床検査、酵素生産 
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